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　また、様々な旗にも目がいくのではないでしょうか。

さらに、城門へと続く道には幕が張られ、そこには

菊の紋章（日本の皇室の紋章）が描かれています。

「輿
こし

に乗っているのは天皇？」そんな声も聞こえてく

るはずです。

　子どもたちの発言を黒板にまとめながら、「明治時

代になって東京遷都が行われた」ということを伝え

ます。そして、続けて次のような発問をします。

では、天皇が東京に移ることを、京都の人々はど

のように思っていたのでしょうか？

　実は、京都の町の人たちは、このことを聞き、大

パニックに陥ったそうです。天皇が東京に行くこと

になれば、多くの公家や御用達の店なども東京に越

していくことになります。それでは、京都の町はひ

なびた田舎町になってしまうのではないかと危惧し

たようです。そこで、さらに発問を続けます。

京都の人は、これからの京都の町のことを考え、

あることを行いました。さて、何をしたのでしょ

うか？

　京都の人々は「これからの京都を背負っていく子

どもたちが大切。まず、子どもたちが勉強するため

の小学校をつくろう！」と考え、明治２年に「番
ばん

組
ぐみ

小学校」と呼ばれる小学校（64校）を自分たちの力で

創設したのです。政府による学制発布が明治５年で

すから、それより３年も早い実施でした。番組小学

校は、今の小学校と同じく学区制をとっており、町

内会ごとに建設されました。この小学校での学びの

様子は、福沢諭吉も視察に来た際、絶賛するほどの

すばらしいものだったそうです。
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１.  はじめに

　江戸時代から明治時代へと時代が変わると、新し

い政府によって大きな変革がいくつも実施されまし

た。新政府は、江戸を東京と改称して、首都に定め、

天皇は京都から東京に移りました。実に 1000 年以

上も都が置かれた京都から、東京への遷都が行われ

たのです。

２.  1 枚の絵から

　明治天皇の一行が江戸城に入る様子を描いたのが、

下の絵です。　　　 （「鳳
ほう

輦
れん

江戸城に入るの図」東京大学史料編纂所所蔵）

▲この史料は，東京大学史料編纂所のホームページで見ることが
できます。 →トップページ＞データベース検索＞データベース
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　まず、子どもたちにこの絵を見せて、何が描かれ

ているのかを自由に発表させます。すると、子ども

たちは、いろいろな服装の人に着目するはずです。

公家や武士のような服装の人もいれば、ズボンをは

いた洋装の人もいます。そこに目をつけると、次に

この絵がどの時代の出来事を描いているのかを考え

出すようになります。

東京遷都！ その時、京都は…？


